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農
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
５
月
に
農
水
省
が
策
定
し
た
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
て
２
０
５
０
年
ま
で
に
化
学
農
薬
の

使
用
量
50
％
ダ
ウ
ン
、
輸
入
原
料
や
化
石
燃
料
を
原
料
と

し
た
化
学
肥
料
の
使
用
量
30
％
ダ
ウ
ン
、
耕
地
面
積
に
占

め
る
有
機
農
業
の
取
組
面
積
の
割
合
25
％
（
約
１
０
０
万
ha
）

と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
２
０
２
０
年
か
ら
続
い
て
い
た
コ
ロ
ナ
禍
や
国
際
情
勢
の

乱
れ
に
起
因
し
た
世
界
的
な
燃
料
及
び
肥
料
原
料
の
高
騰
、
さ
ら
に

は
１
９
９
０
年
以
来
の
円
安
と
い
う
負
の
連
鎖
に
よ
っ
て
２
０
５
０

年
の
少
し
漠
然
と
し
た
将
来
の
話
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
一
変
し
、

現
代
農
業
が
今
ま
さ
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
て
ん
菜
は
、
畑
作
物
の
中
で
も
肥
料
を
多
く
必
要
と
す

る
た
め
そ
の
影
響
は
大
き
く
、
持
続
的
な
て
ん
菜
生
産
の
た
め
に
も

効
率
的
な
施
肥
方
法
の
確
立
は
急
務
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
手
不
足
と
な
っ
て
い
る
現
在
の
状
況
か
ら
、
手
間
を

省
く
と
い
う
目
的
だ
け
で
化
学
農
薬
や
化
学
肥
料
を
減
ら
し
て
も
生

産
力
の
低
下
は
免
れ
ず
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
が
目
指
す

も
の
の
一
つ
で
あ
る
安
定
し
た
国
内
生
産
基
盤
の
構
築
に
は
結
び
付

き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
に
は
、
一
見
農
業
と
は
関
係
な
い
よ

う
に
も
見
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｄ
Ｘ
と
い
っ
た
も
の
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。
既
に
導
入
が
進
ん
で
い
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た

ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
操
舵
も
立
派
な
Ｄ
Ｘ
で
す
。
他
に
も
研
究
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
る
技
術
が
実
現
し
て
い
け
ば
、
働
き
手
不
足
や
地

域
経
済
の
衰
退
と
い
っ
た
問
題
も
徐
々
に
解
決
へ
と
向
か
い
、
そ
う

し
て
持
続
可
能
な
農
業
体
系
が
確
立
さ
れ
た
暁
に
は
、
ま
さ
に
農
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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てん菜中耕作業（斜里町）



てん菜だより令和５年７月 10号 （2）

（
て
ん
菜
関
係
の
主
な
実
施
事
業
）

１
．
原
料
て
ん
菜
の
受
け
渡
し
及
び
糖
分

測
定
立
会
事
業

⑴
立
会
人
の
委
嘱
と
立
会
業
務
の
推
進

　

立
会
人
を
４
４
８
名
委
嘱
し
、
公
正
・

円
滑
な
取
引
を
推
進

⑵
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
防
止
を

踏
ま
え
た
立
会
業
務
の
推
進

　

令
和
３
年
度
に
引
き
続
き
各
糖
業
者
等

と
連
携
し
、
製
糖
所
・
工
場
の
立
会
業

務
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
防
止
の
為
、
必
要
な
対
策

に
つ
い
て
関
係
者
に
協
力
を
要
請
す
る

と
と
も
に
使
用
す
る
資
材
の
調
達
・
配

布
等
を
実
施

⑶
立
会
人
の
業
務
災
害
等
の
防
止

　

各
糖
業
者
及
び
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
等

と
連
携
し
、
立
会
業
務
に
お
け
る
安
全

を
確
保
す
る
為
、「
労
働
安
全
衛
生
心

得
」
を
配
布
し
、
趣
旨
の
徹
底
を
図
る

な
ど
立
会
人
の
業
務
災
害
の
防
止
に
努

力
⑷
原
料
て
ん
菜
糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
（
６

製
糖
所
・
工
場
）
の
操
業
前
点
検
及
び

立
入
点
検
（
２
回
）
の
実
施

⑸
立
会
人
代
表
者
会
議
の
開
催

　

令
和
４
年
産
の
原
料
受
渡
し
終
了
後
の

令
和
５
年
２
月
27
日
に
、
立
会
業
務
の

効
率
化
等
に
向
け
た
意
見
交
換
等
を
行

う
立
会
人
代
表
者
会
議
を
開
催

⑹
立
会
業
務
功
労
者
の
顕
彰

　

原
料
て
ん
菜
立
会
業
務
に
10
年
以
上
従

事
さ
れ
た
15
名
に
感
謝
状
と
記
念
品
を

贈
呈

　
２
．
試
験
研
究
事
業
の
推
進

⑴
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
道
総
研
農
業
試

験
場
・
工
業
試
験
場
及
び
関
係
糖
業
等

と
連
携
し
、
委
託
等
契
約
の
締
結
及
び

必
要
な
対
応
を
推
進

　

①
て
ん
菜
輸
入
品
種
検
定
試
験

②
テ
ン
サ
イ
褐
斑
病
抵
抗
性
“
か
な
り

強
”
を
超
え
る
系
統
に
対
す
る
防
除

技
術
の
開
発

③
近
赤
外
分
光
法
に
よ
る
て
ん
菜
の
根

中
糖
分
非
破
壊
評
価
技
術
に
関
す
る

試
験

④
て
ん
菜
受
入
査
定
・
立
会
業
務
自
動

化
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
関
す
る
試
験

３
．
普
及
啓
発
事
業

⑴
て
ん
菜
関
係
資
料
の
作
成
配
付
（
て
ん

菜
だ
よ
り
年
３
回
）

⑵
て
ん
菜
糖
業
年
鑑
（
２
０
２
２
年
版
）

の
作
成
配
布

⑶
需
要
拡
大
・
普
及
啓
発
対
策
の
推
進

・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
消
費
拡
大

運
動
（
天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

⑷
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
の
実
施

・
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
講
演
動
画

を
掲
載
・
配
信

⑸
そ
の
他
関
係
資
料
の
作
成
・
配
付

・「
て
ん
菜
系
統
お
よ
び
品
種
連
絡
成

績
書
」

・「
令
和
４
年
産
て
ん
菜
の
生
産
実
績
」

４
．
種
子
対
策
事
業

⑴
優
良
品
種
認
定

　

北
海
道
農
業
試
験
会
議
（
成
績
会
議
）

に
お
い
て
、
て
ん
菜
輸
入
品
種
検
定
試

験
等
優
良
品
種
決
定
調
査
結
果
の
評
価

が
行
わ
れ
、
優
良
品
種
相
当
と
評
価
さ

れ
た
２
品
種
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度

北
海
道
優
良
品
種
認
定
審
議
会
に
お
い

て
新
た
に
優
良
品
種
と
認
定

　

・
カ
ー
ベ8K

839K

（K
W
S
�8K
839

）

　

・
プ
ロ
テ
ウ
ス
（H

T
50)

⑵
「
て
ん
菜
優
良
品
種
の
解
説
」
の
作
成
・

配
布

５
．
調
査
研
究
事
業

⑴
原
料
受
入
・
糖
分
測
定
の
効
率
化
・
合

理
化
対
策
に
関
す
る
検
討
・
推
進

⑵
て
ん
菜
輸
入
品
種
検
定
試
験
現
地
調
査

等
の
実
施

①
て
ん
菜
輸
入
品
種
検
定
試
験
現
地
調

査
等
の
実
施

②
黒
根
病
・
褐
斑
病
抵
抗
性
検
定
試
験

等
調
査
の
実
施

⑶
補
助
事
業
等
に
関
す
る
事
後
指
導
の
実
施

　

基
金
管
理
団
体
と
し
て
対
応
し
た
補
助

事
業
等
に
関
す
る
事
後
指
導
の
実
施

令
和
４
年
度
事
業
報
告
の
概
要

令和４年度収支決算（てん菜事業）

収　　入 支　　出
会 　 　 費 60,900� 事 業 費 72,861�
負 担 金 20,804�

内

訳

立会事業 30,279�
受 取 利 息 0� 試験研究 24,385�
雑 収 益 411� そ の 他 18,197�
特定引当金戻入益 1,062� 管 理 費 5,307�

引 当 金繰入 4,000
収 入 合 計 83,177� 支 出 合 計 82,169�

収 支 差 額 1,008�

（単位：千円）



てん菜だより 令和５年７月10号（3）

令和５年度収支予算（てん菜事業）

収　　入 支　　出
会 　 　 費 60,900� 事 業 費 84,093�
負 担 金 23,000� 管 理 費 4,612�
受 取 利 息 5�
雑 収 益 505�
特定引当金戻入益 4,295�
収 入 合 計 88,705� 支 出 合 計 88,705�

収 支 差 額 0�
期首正味財産 39,074�
期末正味財産 39,074�

５
．
調
査
研
究
事
業

⑴
原
料
受
入
・
糖
分
測
定
の
効
率
化
・
合

理
化
対
策
に
関
す
る
検
討
・
推
進

⑵
て
ん
菜
の
生
育
状
況
や
生
産
シ
ス
テ
ム

等
に
関
す
る
調
査
等
の
実
施

⑶
て
ん
菜
紙
筒
育
苗
検
討
会
の
運
営
（
事

務
局
対
応
）

⑷
関
連
会
議
へ
の
出
席
、
そ
の
他
協
会
の

目
的
達
成
に
必
要
な
活
動

〈
実
施
期
間
：2022

～2024

年
度
〉

⑶
て
ん
菜
受
入
査
定
の
Ａ
Ｉ
画
像
評
価
シ

ス
テ
ム
の
開
発

〈
実
施
期
間
：2019

～2024

年
度
〉

⑷
テ
ン
サ
イ
褐
斑
病
抵
抗
性「
か
な
り
強
」

を
超
え
る
系
統
に
対
す
る
防
除
技
術
の

開
発〈

実
施
期
間
：2022

～2024

年
度
〉

⑸
て
ん
菜
冠
部
の
切
断
位
置
に
よ
る
根
中

糖
分
の
調
査
〈
実
施
期
間
：2023

年
〉

３
．
普
及
啓
発
事
業

⑴
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
の
開
催

⑵
て
ん
菜
糖
業
年
鑑
、
機
関
誌
（
て
ん
菜

だ
よ
り
）、
て
ん
菜
関
係
資
料
（
生
産

実
績
、
栽
培
技
術
等
）
の
作
成
・
配
布

⑶
需
要
拡
大
・
普
及
啓
発
対
策
の
推
進

　

普
及
啓
発
資
料
の
作
成
・
配
布
、
関
連

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
の
天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
参
画
及
び
協
力
な
ど
、各
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
た
、
て
ん
菜
及
び
て
ん

菜
糖
（
砂
糖
）
の
需
要
拡
大
・
普
及
啓

発
対
策
の
推
進

４
．
種
子
対
策
事
業

⑴
「
北
海
道
農
作
物
優
良
品
種
」
の
認
定

及
び
取
消
し
に
係
る
連
絡
調
整
等

⑵
優
良
品
種
や
検
定
試
験
等
に
関
す
る
関

連
資
料
の
作
成
・
配
付

③
生
産
者
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ビ
ー

ト
用
ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト
の
育
苗
中
の

か
ん
水
ポ
イ
ン
ト
」
の
作
成
・
配
布

⑵
関
連
会
議
の
開
催
・
出
席

務
の
推
進

⑵
糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
の
操
業
前
点
検
及

び
立
入
点
検
の
実
施

⑶
糖
分
測
定
結
果
の
取
り
ま
と
め
及
び
糖

分
測
定
に
関
す
る
諸
問
題
の
処
理

⑷
て
ん
菜
受
渡
し
等
に
係
る
現
地
調
査
及

び
立
会
人
代
表
者
会
議
の
開
催
等

⑸
立
会
業
務
功
労
者
の
顕
彰
（
立
会
業
務

10
年
以
上
の
従
事
者
）

⑹
立
会
業
務
に
係
る
感
染
症
防
止
対
策
の

推
進

２
．
試
験
研
究
事
業

⑴
て
ん
菜
輸
入
品
種
検
定
試
験

〈
実
施
期
間
：2019

～2023

年
度
〉

⑵
近
赤
外
分
光
法
に
よ
る
て
ん
菜
糖
分
計

測
装
置
の
開
発

６
．
そ
の
他

⑴
て
ん
菜
紙
筒
育
苗
検
討
会
の
運
営

①
日
甜
清
水
紙
筒
工
場
等
と
連
携
し
た

実
証
試
験
の
実
施

②
て
ん
菜
紙
筒
育
苗
検
討
会
の
開
催

（
２
回　

書
面
対
応
）

（
て
ん
菜
関
係
の
主
な
実
施
事
業
）

　

本
道
畑
作
農
業
や
地
域
経
済
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
て
ん
菜
及
び
て
ん

菜
産
業
の
振
興
に
向
け
、
各
関
係
機
関
・

団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
立
会
事
業
（
原

料
受
入
・
糖
分
測
定
）
を
通
じ
た
原
料
取

引
の
円
滑
な
推
進
や
一
層
の
効
率
化
・
合

理
化
に
向
け
た
検
討
、
新
た
な
技
術
開
発

な
ど
の
試
験
研
究
の
実
施
及
び
諸
課
題
を

踏
ま
え
た
調
査
研
究
、
て
ん
菜
及
び
て
ん

菜
糖
（
砂
糖
）
の
需
要
拡
大
・
普
及
啓
発

対
策
の
推
進
な
ど
、
関
連
す
る
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
．
原
料
て
ん
菜
の
受
け
渡
し
及
び
糖
分

測
定
立
会
事
業

⑴
原
料
て
ん
菜
立
会
人
の
委
嘱
と
立
会
業

令
和
５
年
度
事
業
計
画
の
概
要

（単位：千円）



てん菜だより令和５年７月 10号 （4）

天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

北
海
道
農
産
協
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
北
海
道
が
取
り
組
む
砂
糖
消
費
拡
大
運

動
「
天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
う

ち
、
道
内
向
け
の
サ
ポ
ー
ト
対
策
に
つ
い

て
、
連
携
・
協
力
し
て
対
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。令
和
５
年
度
の
実
施
計
画
で
は
、

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
パ
テ
ィ
シ
エ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

へ
の
特
別
協
賛
や
、
高
校
で
の
出
前
授
業

（
シ
ュ
ガ
ー
セ
ミ
ナ
ー
）
が
昨
年
に
引
き

続
き
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
幼
稚
園
に
お
け

る
食
育
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
新
た
に
実
施
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
イ
ス
ク
ー
ル

パ
テ
ィ
シ
エ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

　

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
パ
テ
ィ
シ
エ
ロ
ワ
イ
ヤ

ル
は
、
㈱
セ
コ
マ
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
北
海
道
放
送
、

三
笠
市
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
が
特
別
協
賛
し
て
開
催
さ

れ
る
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
道
内
の

高
校
生
に
菓
子
作
り
の
ア
イ
デ
ア
・
技
術

を
発
表
す

る
場
を
提

供
し
、
将

来
の
北
海

道
の
菓
子

業
界
を
担

う
人
材
の

発
掘
、
産

業
の
育
成

と
発
展
を

図
る
こ
と

を
目
的
に
２
０
１
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

三
笠
市
に
あ
る
三
笠
高
校
生
レ
ス
ト
ラ

ン
「M

IK
A
S
A
�C
O
O
K
IN
G
�E
S
S
O
R

（
ミ
カ
サ�

ク
ッ
キ
ン
グ�

エ
ソ
ー
ル
）」
内

の
キ
ッ
チ

ン
ス
タ
ジ

ア
ム
を
会

場
に
、
実

際
に
高
校

生
た
ち
が

調
理
競
技

を
行
う
本

選
は
７
月

29
日
（
土
）

に
開
催
さ

れ
る
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
本
選
大
会
で
上
位
入
賞
し
た
作

品
は
、
副
賞
と
し
て
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
で

商
品
化
さ
れ
、
10
月
ご
ろ
に
発
売
さ
れ
る

予
定
で
、
今
年
は
ど
の
よ
う
な
作
品
が
商

品
と
し
て
発
売
さ
れ
る
の
か
、
今
か
ら
と

て
も
楽
し
み
で
す
。

　

大
会
の
様
子
な
ど
は
天
下
糖
一
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

シ
ュ
ガ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
　イ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

　

シ
ュ
ガ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
パ
テ
ィ
シ
エ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
認
知
拡

大
・
応
募
促
進
、
砂
糖
の
正
し
い
知
識
の

普
及
・
啓
発
、
お

菓
子
作
り
の
機

会
提
供
と
技
術

向
上
な
ど
を
目

的
に
、
２
０
１
９

年
に
ス
タ
ー
ト

し
、
全
道
各
地

の
高
校
15
校
程

度
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、

実
施
校
の
調
理

実
習
室
な
ど
に

出
向
い
て
行
う
出
前
授
業
形
式
で
、
三
笠

高
校
を
卒
業
し
た
三
笠
市
地
域
お
こ
し
協

力
隊
（
調
理
師
、
パ
テ
ィ
シ
エ
等
）
が
講

師
と
な
っ
て
、
砂
糖
が
で
き
る
ま
で
や

砂
糖
の
効

用
と
い
っ

た
砂
糖
に

関
す
る
講

義
と
、
砂

糖
を
使
っ

た
お
菓
子

作
り
の
デ

モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ

ン
、
そ
し

て
実
際
に

生
徒
た
ち

て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
の
普
及
啓
発
活
動
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に
努
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
食
育
活
動
や
砂
糖
消
費
拡
大
イ

ベ
ン
ト
等
で
、
て
ん
菜
や
て
ん
菜
糖
の
普

及
啓
発
に
活
用
し
た
い
と
い
っ
た
ご
希
望

が
あ
る
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

今
年
度
は
北
海
道
農
産
協
会
の
独
自
事

業
と
し
て
、
全
道
８
会
場
の
う
ち
札
幌

ド
ー
ム
で
11
月
３
日
（
金
・
祝
）
に
開
催

さ
れ
る
札
幌
会
場
に
出
展
す
る
こ
と
と

し
、
現
在
簡
単
な
お
菓
子
作
り
体
験
や
、

ぬ
り
絵
付
き

ラ
ン
チ
ョ
ン

マ
ッ
ト
の
配

付
な
ど
の
準

備
を
進
め
て

い
ま
す
。

が
お
菓
子
作
り
に
挑
戦
す
る
調
理
実
習
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

受
講
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
普
段

あ
た
り
前
に
食
べ
て
い
る
砂
糖
や
甘
味
料

の
こ
と
を
学
べ
た
」
と
か
、「
砂
糖
は
大

切
な
栄
養
素
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」、

「
家
で
も
お
菓
子
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
」
な
ど
、
と
て
も
前
向
き
な
感
想
が

た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
砂
糖
の
チ
カ
ラ
」

　
　
　
　実
感
セ
ミ
ナ
ー

　（幼
稚
園
出
前
食
育
授
業
）

　

昨
年
度
ま
で
小
学
生
の
親
子
を
対
象

に
、
砂
糖
に
関
す
る
知
識
の
啓
発
と
簡
単

な
お
菓
子
作
り
を
ご
家
庭
の
キ
ッ
チ
ン
で

実
習
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
さ
ら
に
小

さ
な
お
子
様
と
保
護
者
を
対
象
に
、
実
際

に
幼
稚
園
に
出
向
い
て
行
う
出
前
授
業
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
親
子
分
か
れ
て
、
お
子
様
に

は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
砂
糖
を

知
っ
て
も
ら
い
、
保
護
者
様
に
は
砂
糖
に

関
す
る
栄
養
的
な
知
識
や
誤
解
の
払
拭
に

つ
な
が
る
講
義
を
、
そ
の
後
親
子
合
流
し

て
実
際
に
砂
糖
を
使
っ
た
調
理
と
実
食
に

よ
り
、
砂
糖
の
チ
カ
ラ
を
実
感
し
て
も
ら

え
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

会
場
と
な
る
幼
稚
園
等
は
札
幌
市
内
・

近
郊
で
８
カ
所
、
帯
広
、
北
見
で
各
１
カ

所
の
計
10
カ
所
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
普
及
啓
発
活
動

　食
べ
る
・
た
い
せ
つ

　
　
　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
開
催
す
る「
食
べ
る
・

た
い
せ
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
」

は
今
年
で
15
回
目
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
イ

ベ
ン
ト
で
、
コ
ロ
ナ
発
生
前
に
は
て
ん
菜

協
会
と
し
て
出
展
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
し
ば
ら
く
は
出
展
を
見
合
わ
せ
て
い

ま
し
た
。

子
供
向
け
小
冊
子

「
お
さ
と
う
の
お
は
な
し
」

　
　
　
　の
印
刷
・
配
付

　

協
会
で
は
、
砂
糖
の
歴
史
や
種
類
、
て

ん
菜
の
栽
培
、
砂
糖
の
製
造
工
程
の
解

説
の
ほ
か
、
砂
糖
の
効
用
や
Ｑ

＆
Ａ
な
ど
を
、
子
供
向
け
に
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
た
小
冊
子

「
お
さ
と
う
の
お
は
な
し
」
を

作
成
し
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
出

前
授
業
で
使
用
し
た
り
、
日
甜

ビ
ー
ト
資
料
館
の
来
場
者
の
皆

さ
ん
に
お
配
り
す
る
な
ど
、
砂

糖
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
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て
ん
菜
輸
入
品
種

　
　検
定
試
験
調
査

　

北
海
道
の
基
幹
作
物
の
一
つ
で
あ
る
て

ん
菜
の
品
種
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
農
業

情
勢
か
ら
省
力
化
に
繋
が
る
品
種
が
望
ま

れ
て
い
る
事
も
踏
ま
え
つ
つ
、
収
量
と
根

中
糖
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
、
直
播
栽
培

や
気
象
変
動
に
よ
っ
て
発
生
が
増
え
て
い

る
病
害
へ
の
抵
抗
性
に
優
れ
て
い
る
品
種

の
選
定
に
関
係
者
に
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

て
ん
菜
の
品
種
選
定
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
各
糖
業
者
に
て
海
外
の
種
子
会
社
が
育

成
し
た
中
か
ら
有
望
な
系
統
を
輸
入
し

て
、
国
内
で
予
備
試
験
を
行
い
、
そ
の
中

か
ら
優
れ
て
い
る
系
統
を
北
海
道
立
総
合

研
究
機
構
農
業
研
究
本
部
に
委
託
し
、
生

産
力
検
定
試
験
、
特
性
検
定
試
験
並
び
に

地
域
の
適
応
性
等
を
確
認
す
る
現
地
検
定

試
験
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
試
験
成
績
は
北
海
道
農
業

試
験
会
議
に
て
審
議
し
優
れ
た
系
統
に
つ

い
て
は
、
北
海
道
農
作
物
優
良
品
種
の
候

補
と
し
て
提
案
さ
れ
、
後
に
開
催
さ
れ
る

北
海
道
農
作
物
優
良
品
種
認
定
審
議
会
に

て
審
議
さ
れ
優
良
品
種
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
の
て
ん
菜
輸
入
品
種
検
定
試
験
に

お
け
る
生
育
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定

植
後
の
降
雨
量
が
平
年
並
み
か
ら
少
な

か
っ
た
事
か
ら
活
着
に
時
間
を
要
し
、
試

験
実
施
場
所
間
に
て
生
育
差
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
直
播
栽
培
試
験
に
お
い
て
も
発

芽
期
の
水
分
不
足
や
強
風
の
影
響
で
欠
株

が
多
く
な
り
、
そ
の
対
応
に
時
間
を
要
し

ま
し
た
。

　

現
在
の
試
験
ほ
場
の
状
況
は
、
や
や
乾

燥
か
ら
乾
燥
状
態
で
生
育
に
多
少
差
は
あ

り
ま
す
が
、
試
験
担
当
者
の
適
切
な
対
応

に
よ
り
試
験
は
順
調
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
実
施
致
し
ま
し
た
試
験
状
況
調

査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
茎
葉
が
繁
茂
す
る

前
に
試
験
区
毎
に
株
の
バ
ラ
ツ
キ
や
生
育

状
況
を
確
認
し
、
問
題
が
あ
る
場
合
は
対

応
策
を
検
討
す
る
為
の
も
の
で
、
そ
の
調

査
概
要
を
説
明
致
し
ま
す
。

１
．
生
産
力
検
定
試
験

　

輸
入
品
種
検
定
試
験
は
、
十
勝
農
業
試

験
場
と
北
見
農
業
試
験
場
に
て
、
品
種
連

絡
試
験
と
し
て
、
日
本
甜
菜
製
糖
株
式
会

社
、
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、

北
海
道
糖
業
株
式
会
社
の
五
ヶ
所
で
各
糖

業
者
が
予
備
試
験
に
て
選
定
し
た
三
系
統

×
三
糖
業
の
九
系
統
の
収
量
と
根
中
糖
分

に
つ
い
て
、
基
準
品
種
・
対
象
品
種
・
比

較
品
種
の
九
品
種
に
よ
り
、
比
較
検
定
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
系
統
の
違
い
に
よ
る
生

育
に
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
葉
姿
等
の
特

生産力検定試験圃

寡雨の影響で例年より生育は小さく生育は不振

ＨＴ５５　他の系統より葉姿が開いている
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性
は
現
れ
て
い
ま
す
。

　

尚
、
こ
の
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
収

穫
調
査
前
の
９
月
中
下
旬
頃
に
再
度
、
各

試
験
区
の
状
況
調
査
を
行
い
ま
す
。

２
．
特
性
検
定
試
験

　

こ
の
試
験
に
つ
い
て
は
、
各
種
病
害
に

対
す
る
抵
抗
性
や
耐
性
に
つ
い
て
の
検
定

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

検
定
項
目
は
、
北
見
農
業
試
験
場
に

て
、
抽
苔
耐
性
と
そ
う
根
病
抵
抗
性
、
十

勝
農
業
試
験
場
に
て
、
褐
斑
病
抵
抗
性
と

根
腐
病
抵
抗
性
、
中
央
農
業
試
験
場
に
て

黒
根
病
抵
抗
性
の
検
定
試
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

尚
、
特
性
検
定
試
験
で
は
、
抽
苔
耐
性

試
験
の
み
、
生
産
力
検
定
試
験
で
の
二
年

目
以
降
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
黒
根
病
検
定
試
験

に
お
い
て
、
生
育
が
旺
盛
で
あ
る
事
か
ら

抵
抗
性
が
弱
の
系
統
で
、
粗
皮
症
状
が
現

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
抽
苔
耐
性
試
験
で
は
、
生
育
が

遅
れ
て
い
る
事
か
ら
抽
苔
が
見
受
け
ら
れ

る
程
度
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
生
育
が
進

む
に
つ
れ
て
、
系
統
毎
の
耐
性
が
現
れ
て

来
ま
す
。

　

特
性
検
定
試
験
は
そ
れ
ぞ
れ
判
定
時
期

が
異
な
る
事
か
ら
状
況
調
査
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
検
定
試
験
の
判
定
時
期
に
合
わ

せ
て
実
施
致
し
ま
す
。

　

各
糖
業
者
に
て
選
定
さ
れ
た
生
産
性
の

向
上
と
耐
病
性
に
優
れ
た
系
統
を
て
ん
菜

輸
入
品
種
検
定
試
験
に
て
調
査
を
行
い
、

基
幹
作
物
で
あ
る
て
ん
菜
の
安
定
作
付
け

に
向
け
、
関
係
者
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

北
海
道
農
作
物

優
良
品
種
に
認
定

　

本
年
２
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
北
海
道
農

作
物
優
良
品
種
認
定
審
議
会
に
て
２
系
統

の
品
種
が
優
良
品
種
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

カ
ー
ベ
８
Ｋ
８
３
９
Ｋ

（
系
統
名　

Ｋ
Ｗ
Ｓ
８
Ｋ
８
３
９
）

　

ド
イ
ツ
の
Ｋ
Ｗ
Ｓ
種
子
株
式
会
社
が
育

成
し
た
二
倍
体
単
胚
の
一
代
雑
種
の
品
種

で
、
令
和
元
年
に
日
本
甜
菜
製
糖
株
式
会

社
が
輸
入
し
、
対
象
品
種
を
カ
ー
ベ
２
Ｋ

３
１
４
と
し
て
、
令
和
２
年
か
ら
令
和
４

年
に
各
種
検
定
試
験
を
実
施
致
し
ま
し

た
。

　

長
所
は
褐
斑
病
抵
抗
性
が
極
強
で
あ

り
、
根
重
、
糖
量
が
カ
ー
ベ
２
Ｋ
３
１
４

に
比
べ
て
多
い
。
ま
た
、
短
所
に
つ
い
て

は
黒
根
病
抵
抗
性
が
中
で
あ
り
ま
す
。

　

栽
培
上
の
注
意
事
項
と
し
て
、
黒
根
病

抵
抗
性
が
中
で
あ
る
た
め
、
黒
根
病
が
発

生
し
や
す
い
ほ
場
で
は
、
抵
抗
性
が
よ
り

優
れ
て
い
る
品
種
を
栽
培
す
る
こ
と
で

す
。

　

プ
ロ
テ
ウ
ス
（
系
統
名　

Ｈ
Ｔ
５
０
）

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
のD

L
F
�B
E
E
T
�

S
E
E
D

種
子
会
社
が
育
成
し
た
二
倍
体

単
胚
の
一
代
雑
種
の
品
種
で
、
令
和
元
年

に
北
海
道
糖
業
株
式
会
社
が
輸
入
し
、
対

象
品
種
を
リ
ボ
ル
タ
・
バ
ラ
ト
ン
と
し
て
、

令
和
２
年
か
ら
令
和
４
年
に
各
種
検
定
試

験
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

長
所
は
対
象
品
種
に
比
べ
根
重
・
根
中

糖
分
が
や
や
多
く
、
褐
斑
病
が
か
な
り
強

で
、
根
腐
病
が
強
で
あ
り
、
短
所
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

栽
培
上
の
注
意
事
項
と
し
て
、
抽
苔
耐

性
が
や
や
強
で
あ
る
た
め
、
早
期
播
種
や

移
植
播
種
栽
培
に
お
け
る
育
苗
時
の
過
度

の
低
温
に
よ
る
馴
化
は
避
け
る
こ
と
で

す
。

黒根病検定試験
左側抵抗性やや強の品種　写真右側　抵抗性やや弱の品種
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第
二
十
一
回

　技
術
研
究
発
表
会

　

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
バ
ン
ク
て
ん
菜
研
究

会
に
よ
る
第
二
十
一
回
技
術
研
究
発
表
会

並
び
に
定
期
総
会
が
去
る
、
七
月
十
九
日

に
北
農
ビ
ル
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
林

水
産
省�

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局�
研

究
推
進
課
産
学
連
携
室
と
Ｎ
Ｐ
０
法
人
グ

リ
ー
ン
テ
ク
ノ
バ
ン
ク
の
主
催
で
行
わ
れ

て
お
り
、
令
和
二
年
か
ら
三
年
間
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
措
置
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
開
催
で
し
た
が
、
四
年
ぶ
り

に
会
場
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
会
員
並
び
に
各
研
究
機
関
・

糖
業
者
・
生
産
者
団
体
等
か
ら
百
名
程
の

参
加
と
な
り
、
活
発
な
る
質
疑
が
交
わ
さ

れ
盛
会
に
て
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
技
術
研
究
発
表
会
で
の
一
般
講

演
で
は
、
育
種
関
係
・
人
工
知
能
を
活
用

し
た
褐
斑
病
の
発
病
調
査
関
係
・
専
用
作

業
機
の
開
発
等
と
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら

十
三
演
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、

特
別
講
演
で
は
「
テ
ン
サ
イ
の
利
用
に
関

す
る
最
新
の
研
究
情
報
」
と
し
て
、
砂
糖

原
料
に
加
え
て
新
た
な
利
用
価
値
に
つ
い

て
二
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
誌
で
は
、
今
回
の
講
演
内
容
の
一
部

を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
テ
ン
サ
イ
品
種
に
お
け
る
直
播
収
量
評

価
の
試
み
」

　

直
播
栽
培
に
つ
い
て
は
、
近
年
急
速
に

普
及
し
、
四
割
を
超
え
る
栽
培
面
積
と

な
っ
て
い
る
事
か
ら
北
海
道
優
良
品
種
に

提
案
す
る
際
に
直
播
栽
培
で
の
品
種
の
評

価
に
つ
い
て
、
北
見
農
業
試
験
場
よ
り
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

直
播
栽
培
に
て
収
量
性
の
評
価
を
試
み

て
み
ま
し
た
が
、
移
植
と
同
レ
ベ
ル
の
生

産
力
試
験
を
行
う
こ
と
は
、
精
度
面
の
安

定
が
難
し
く
、
評
価
方
法
等
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
多
数
の
テ
ン
サ
イ
育
成
系
統
を
供
試
し

た
黒
根
病
抵
抗
性
評
価
の
試
み
」

　

テ
ン
サ
イ
に
お
い
て
最
も
重
要
な
病
害

の
一
つ
で
あ
る
黒
根
病
の
抵
抗
性
系
統
試

験
結
果
に
つ
い
て
、
唯
一
国
内
で
育
種
を

行
っ
て
い
る
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

百
系
統
の
選
抜
試
験
の
中
か
ら
極
め
て

抵
抗
性
が
強
い
系
統
が
見
出
さ
れ
た
こ
と

と
、
抵
抗
性
に
は
幅
広
い
変
異
が
あ
る
こ

と
が
解
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
テ
ン
サ
イ
の
新
た
な

利
用
の
可
能
性
と
し
て
、
日
本
甜
菜
製
糖

株
式
会
社�

総
合
研
究
所�

内
野
浩
克
様
よ

り
、
輪
作
作
物
と
し
て
の
機
能
と
他
作
物

へ
の
効
果
並
び
に
化
成
品
原
料
や
航
空
燃

料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

新
し
い
炭
素
環
境
が
作
れ
新
た
な
利
用
方

法
と
し
て
期
待
出
来
る
の
で
な
い
か
と
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
北
海
道
大
学
大
学
院�

工
学
研

究
院�

田
島
健
次
様
か
ら
は
テ
ン
サ
イ
を

利
用
し
た
完
全
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
新
素

材
（
微
生
物
産
生
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ

イ
バ
ー
）
の
開
発
と
利
用
に
つ
い
て
の
講

演
で
、
テ
ン
サ
イ
由
来
の
糖
蜜
な
ど
を
炭

素
源
と
し
て
研
究
を
進
め
て
お
り
、
テ
ン

サ
イ
は
必
要
不
可
欠
な
作
物
で
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
特
別
講
演
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
の
テ
ン
サ
イ
の
あ
り
方
に
も
繋

が
る
も
の
と
期
待
が
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

発
表
会
の
閉
会
に
当
た
り
、
グ
リ
ー
ン

テ
ク
ノ
バ
ン
ク
事
務
局
よ
り
、
皆
様
の
会

費
に
よ
り
活
動
し
て
い
る
組
織
で
あ
り
ま

す
。
活
動
内
容
を
ご
理
解
頂
き
、
よ
り
多

く
の
皆
様
に
会
員
と
な
っ
て
頂
き
、
活
動

を
支
え
て
頂
き
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

同
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
て
ん
菜
研
究
会

総
会
で
は
、
令
和
四
年
度
の
事
業
報
告
並

び
に
令
和
五
年
度
の
事
業
計
画
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
二
十
二
回
技
術
研
究
発
表
会�

予
定

　

期
日�

令
和
六
年
七
月
十
七
日
（
水
）

　

場
所�

北
農
ビ
ル　

会
議
室


